
種類別明細書（増加資産・全資産用）の記入例 

 記入上の注意 

（1） 前年度申告された方で、増加した資産がある場合は、その資産について記入してください。 
（2） 本年度初めて申告される方は、１月１日現在所有する全資産について記入してください。 
（3） 資産の一部が減少した場合や資産内容に誤りがある場合は、「種類別明細書（減少資産用）」に全ての 

資産内容を記入の上、残りの資産や正しい資産内容についてこの用紙に記入してください。 

 

 

○資産の種類 

手引書の「償却資産の種類」を

参照し、次の 1～6 の数字を記

入してください。 

１…構築物 

２…機械及び装置  

３…船舶 

４…航空機 

５…車両及び運搬具 

６…工具、器具及び備品 

○増加事由 

 該当する番号に○印をつ

けてください。 

１…新品取得 

２…中古取得 

３…移動による受入 

４…その他 

○取得年月 

 実際に取得した年月を記入し

てください。 

 年月が１ケタの場合は、その

前に０を付してください。 

○取得価額 

 資産を取得するために通常支出すべき金額

（引取運賃、運送保険料、購入手数料等、そ

の他事業に使用するために直接要した費用を

含む）を記入してください。 

○取得価額の合計額 

 償却資産申告書の取

得価額欄（前年中に取得

したもの（ハ））へ転記

してください。 

○耐用年数 

 減価償却資産の耐用年数

等に関する省令別表第１か

ら別表第６まで（別表第３及

び第４を除く。）に掲げる耐

用年数を記入してください。 

 なお、中古資産について、

見積耐用年数によっている

場合は、その耐用年数を、国

税局長の承認を得て短縮耐

用年数によっている場合は、

その耐用年数を記入してく

ださい。 

○改正耐用年数 

 耐用年数が改正された場

合は、改正された年と、改正

前の耐用年数を記入してく

ださい。 

○資産の名称 

 資産の名称及び規格等をカタカナ、

アルファベット、数字を使用し、記入

してください。 

（漢字及びひらがなは使用できませ

ん。） 


